
日本の声優の歴史　 羽佐間道夫 声の科学

　声は「高低」「強弱」「音色」の三要

素で成り立っている。それぞれ周波数

ヘルツ、音圧デシベル、波形で表され

る。気に障る音声は周波数が4千から

8千ヘルツ。音圧が70デシベル以上。

波形の密度が高く特定の部分に集中し

ているものである。

　では心地良い声とは何か？最近の科

学では、1/f のゆらぎが多く含まれて

いるものだといわれている。図のよう

に微妙に揺らぎながら一定の波形を示

す自然界の基本リズム。小川のせせら

ぎやろうそくの炎、モーツァルトや

バッハなどにも含まれている。美空ひ

ばり、ジョン・レノンなど長く愛され

ている歌手にも多い。　　

　そして「通りの良い声」の条件は腹

式呼吸で声帯の振動が安定し、空気の

流れが乱れないことと、声が高周波数

まで伸びていることの2つだけ。最終

的な声の良し悪しの判断は、演者の情

熱と観客の感性に委ねられるようだ。

　僕らの世代は声優を目指してこの世

界に入った人は一人もいないと思いま

すよ。みんな舞台俳優かラジオドラマ

などの出身者。声優という仕事が生ま

れた背景には、1953年に登場したテ

レビの存在があります。当時は、日本

の映画会社はテレビに対する反発がと

ても強く、人気があった邦画をなかな

かテレビで放送させてもらえなかった。

そこで日本の放送局はハリウッド映画

に活路を見いだしたのです。

　最初は映画館と同じく字幕でやって

いたのですが、当時のテレビは解像度

が低く、字幕が鮮明に見えない。特に

濁音や半濁音。「雨の朝パリに死す」

が「雨の朝ハリに死す」になっちゃった。

そこでラジオドラマや新劇の若手研

究生に白羽の矢が立ち、映画の吹き

替えをする声優が生まれた。当時は

全てアナログで一発録りですし、そも

そもみんな役者ですから、録音スタジ

オはまるで舞台さながらの緊張感でし

た。それぞれの声の役作りも半端では

なかった。

　日本の声による語りの歴史には浄瑠

璃や小唄、落語など古くから連綿と受

け継がれてきた素晴らしい伝統芸能が

あります。僕ら声優はそれら先人の文

化や観客の感動を土台にして、声によ

る表現を極めて行かなければならない。

声優の世界もデジタル化され、昔のよ

うな緊張感や臨場感、間が失われつつ

あります。そこで、いまあえてチャッ

プリンなどの無声映画にせりふをつけ

て舞台空間でライブを開催しています。

これが実に面白い。声優の魅力や可能

性がさらに広がったと思います。声優

がますます面白くなってきますよ。

日本の声優の草分けでもあり、今も第一線で活躍する羽佐間道夫さん。

映画『ロッキー』の迫力と含蓄のある声は

浄瑠璃を海に向って語ることでトーンが作られた。

声で人々を魅了し続ける羽佐間さんに日本の声優の歴史を伺った。

普段われわれがほとんど意識せずに使っている声。

しかし「声を出し」、「言葉を話す」ことは人間の一番大きな特徴であり

それによって脳が発達して進化して文明や文化を作り上げて来た。

声の良し悪しや心地良さとは何か、科学してみた。
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声が出せることがこんなに幸せなんや
僕は浄瑠璃が、舞台が
ほんまに大好きですねん。

　えらいもんを好きになってしもたとつくづく思い

ますわ。2012年の7月に脳梗塞で倒れて以来、今年

1月に舞台に復帰するまで、毎日毎日一日も欠かさ

ずに、朝から暗くなるまで、体のリハビリと声のリ

ハビリを先生について必死に繰り返しました。声が

思うように出ませんのです。若い時にお師匠はんに

稽古をつけてもろて、何度も何度も怒られながら、

繰り返し繰り返して、厳しい修行を続けた時のこと

が頭に浮かびました。舞台に復帰するかどうか、正

直さんざん迷いました。こんな声で舞台に上がって、

お客さんの前で恥かくのも嫌やし、でももう一度、

舞台でどうしても浄瑠璃を語りたい。その一念です

わ。88歳でこんなに早く回復する人は見たことが

ないと、先生方が言うてはりました。ほんまに大勢

の人の励ましと支えのお陰です。舞台に上がったら、

とにかく拍手が凄くて、ちょっと胸が詰まりました。

こんなに皆さんが待ってくれてはんねんなあ。声が

出せることがこんなに幸せなんやとよう分かりまし

たし、僕は浄瑠璃が、舞台がほんまに大好きですねん。

　僕の声は決して良いほうではおまへん。それでも

悪い声やからこれだけしか声がでないというのは、

プロとして通用しない。悪い声をいかにして聞き良

い声にするか。浄瑠璃は登場人物が老若男女をみん

な一人の太夫が語りますが、絶対に “声” では語り

分けられない。“イキ”で変えていくんでっせ。情と

いうのも頭で覚え、耳で覚え、体で覚えて自分に染

みこんでこそ出てくるのです。色気も出そうと思っ

て出せるもんやない。

　先輩から「鼻使え」「眉間から声出せ」とやかまし

く言われました。下腹と腰に力を入れて、とにかく

息をいっぱい吸って、鼻の裏に抜けさせて眉間から

声を出します。そうすると高い女性の声が自然と出

る。理屈でわかっても体で覚えんとあきまへん。先

代の喜左衛門師匠が「お前、鼻使えるようになった

な」と言うてくれはった時は嬉しかったです。「イ

キを詰める」というのも難しい。口を閉じて息を止

めたらあきまへん。口を開いたまま詰めるからこそ、

浄瑠璃の文章と文章の間の余韻を楽しむように、詞

と詞の間、イキを詰めている間に心に響く情がお客

さんに伝わります。半音高い声で歌うてるように言

いますのが、「イキを浮かしてる」と言いまんねん。

　修行に修行して情を声と語りで伝えるのが太夫の

商売です。とにかく基本を覚えて基本に忠実に素直

にやること。それしかおまへん。そして最後は人間性。

愚直に下手にやって上手に聴かせる。僕も倒れたこ

とも含めて、これまでの全てを芸の肥やしにして一

度でも多く舞台で語りたい。まだまだ自分もお客さ

んも納得する100点満点は取れまへん。死んでもま

だ稽古に行かなあきまへんやろなあ（笑）。
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